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平成 17 年度当初予算 重点プログラム別概要 
 元気１：若年者雇用支援プログラム          
（主担当部局：生活部） 
   （１）「おしごと広場みえ」充実事業 

   （２）産業人材育成事業 

   （３）若年者早期就職支援事業 

   （４）大学生等職業意識啓発事業 

    (５) インターンシップ総合サポート事業 

   （６）キャリア教育総合推進事業 

      （７）農林水産業版ハロープロジェクト事業 

 
＜プログラムの事業費＞                      （単位：千円） 
 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 ３か年計 

当初計画     218,101    211,000    204,000     633,000程度

見直し後     223,987    211,008    201,000 635,995  

 注：見直し後の 16 年度は 12 月補正後予算額、17 年度は当初予算額、18 年度は同見込額 

 
＜事業目標の見込み＞ １月末時点で把握できる見込み値を示しています。 

目標項目  平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 

目標値 12,000 件 14,000 件 16,000 件 (1)「おしごと広場みえ」利用   

件数 実績値 13,000 件 ― ― 

目標値 ― 100 % 100 % (2) 教育訓練生の就職率 

実績値 ― ― ― 

目標値 250 人     300 人      350 人 (3) 就職支援セミナーの参加者

数 実績値 250 人    ―    ― 

目標値 150 人 200 人      250 人 (4) インターンシップ参加大学

生等の数 実績値 200 人 ― ― 

目標値    4,500 人 4,500 人 5,000 人 (5) インターンシップ参加高校

生数 実績値 4,500 人 ― ― 

目標値 92.8 ％ 93.6 ％ 94.5 ％ (6) 高校生の新規卒業者の就職

率 実績値     96.7 ％ ― ― 

目標値 1,000 人 1,000 人 1,000 人 (7) 新規就業相談者数 

(支援センター、地域農改普及

センター) 実績値     700 人 ― ― 

  
＜進捗状況（現状と課題）＞ 
・景気の回復基調に伴い、新規高卒者の就職率が向上するなど雇用情勢についても改善傾 

向にあるものの、依然として、若年層（１５～２４歳）の失業率は高く、県内でも「無業

者」や「フリーター」が多い状況にあります。 

・こうした状況は、産業面での生産性の低下、晩婚化や少子化の加速、税収への影響など 

様々な社会問題へと発展することが懸念されます。 

・また、就職しても短期間で離職するなど、働く意識の低い若年者が多い状況は引き続い

ており、若者の職業観・勤労観の醸成を一層強力に進めることが重要です。                 
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・本プラグラムの中心となる「おしごと広場みえ」充実事業により、若年者の雇用支援

に係るワンストップサービスセンターの機能を有する「おしごと広場みえ」について、 

 本年５月に津駅前アスト津への移転により利便性を向上させ、そのＰＲに努めるととも

に、ハローワークの職業紹介窓口の併設等により支援の充実を図ってきた結果、目標を

上回る利用者数が見込めることとなりました。 

・さらに、「産業人材育成事業」による、若年者の教育訓練から就職活動までを一貫して

支援する取組については、当初計画の１００人を超える受講申込みを受け、本年１月か

ら、本県が独自に開発したプログラムに基づく教育訓練を、県内５大学等との連携によ

り開講したところであり、今後、きめ細かな教育訓練と就職活動支援を円滑に推進して

いく必要があります。 

・本プログラムの事業を効果的に組み合わせ、若年者の就職に着実につなげていくことが

課題となります。 

 

＜平成 17年度の取組方向＞ 
・高等学校、大学等の新卒者や既卒者など、若年者の円滑な就職を支援するため、高校生

を対象としたキャリア教育を一層推進するとともに、県内大学等と連携し民間企業のノ

ウハウも活用した、若年者の教育訓練から就職活動までを一貫して支援する取組を着実

に推進します。 

・さらに、国と県で一体的に運営している「おしごと広場みえ」において、雇用関係情報

の提供、職業相談、カウンセリング、インターンシップの推進、職業紹介など総合的な

サービス提供機能を一層強化するとともに、地域においても、こうしたサービス提供が

できるよう「地域ジョブカフェ（仮称）」を新たに設置します。 

 
＜主な事業＞ 
①「おしごと広場みえ」充実事業【17 年度当初予算額 28,246 千円】 

  三重労働局との連携により運営している「おしごと広場みえ」において、雇用関係情

報の提供、職業相談、カウンセリング、就職セミナーの開催、インターンシップの推進、

職業意識啓発、職業紹介など総合的なサービスをワンストップで提供するとともに、地

域においても、こうしたサービス提供ができるよう「地域ジョブカフェ（仮称）」を新

たに設置し、運営します。 

 

② 産業人材育成事業【17 年度当初予算額 108,185 千円】 

 県内大学、民間人材ビジネス会社等との連携により、若年者の円滑な就職に向けた教

育訓練から就職活動までの一貫した支援を行います。 

 

③ キャリア教育総合推進事業【17 年度当初予算額 50,878 千円】 

      高校生の厳しい就職状況に対応するため、生徒が社会人としての心構えや企業が求

める実践的な職業能力等を身につけられるキャリア教育を進めるとともに、進路指導

担当教員の指導力の向上を図ります。 

      

 

 

               


